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本格的な夏到来！！ 暑熱対策は万全ですか？ 

暑熱は、日射病や熱射病による家畜の死亡原因にもなることはもちろん、生産性にも大きな影

響を及ぼします。こまめな管理で、損耗防止に努めて下さい。畜種毎にその対策をご紹介します。 

■ 乳用牛および肉用牛 

・牛体の毛刈り、送風ファンの取り付け状態、風の向きを確認してください。 

（細霧装置の利用も効果的です） 

・新鮮な飼料を給与し、食べ残さない程度の量を数回に分けて給与してください。 

（ビタミン、ミネラル、重曹などの飼料添加、夜間の粗飼料給与も効果的です） 

・いつも新鮮な水を十分に与えてください。 

・畜舎の屋根への散水や石灰乳の塗布も有効です。 

■ 豚 

・ 畜舎の風通しを良くし、送風ファンの取り付け状態、風の向きを確認してください。 

・ 遮光ネットなどによる直射日光の遮断、水の頚部滴下やスポット送風を実施してください。 

・ 飼養密度を少なくしてください、また、豚の移動は、朝夕の涼しい時間帯に行いましょう。 

・ 食べ残こした飼料は、こまめに取り除き、新鮮な飼料を給与しましょう。 

（ビタミン、ミネラル、ニンニク粉末などの飼料添加も効果的です） 

・ いつも新鮮な水を与えてください。 

・ 人工授精の利用（雄豚の活力低下による受胎率の低下対策） 

■ 鶏 

・ 鶏舎内および周囲の整理整頓を行い、風通しを良くしてください。 

（遮光ネットなどの利用、防鳥ネットの目詰まりの除去も重要です） 

・ 新鮮な水を給与し、給餌は、早朝、夕方の涼しい時間帯に行ってください。 

何よりも、畜舎、家畜のこまめな観察が重要です。 
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